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1 は じめに

新学習指導要領の実施 を 2年後 に控え.

(織等学校では 3年後か ら学年進行 で実施)

各学校では今年度か ら移行措置が実施 され

てお ります｡

新学 習指導要領 は,平成 10年 7月の教

育課程審議会答 申を受 け,完全学校週 5日

制の下 , 各学校が ゆ と りの中で特 色 ある教

育を展開 し,子 どもたちに盟かな人間性や

自ら学び 自 ら考え るな どの [生 きる力] を

育成す る ことを基本的なね らいと して改訂

された ことは皆様御承知の とお りです ｡

このたび,本誌 に寄稿 させて いただ く機

会 を頂 きま したので,新学習指噂要領の下

での罪数 ･数学教育の裸越 につ いての一 考

察 を哲かせて いただ きた いと思 います｡

2 新学習指導要領 と井救 ･数学教育

新学習指導要領では,子 どもたちが ゆ と

りの中で じっ くり学習 し,基礎 ･基本 を確

実 に身 に付 ける ことがで きるよ う,完全学

校周 5日制の実施 によ る授業時数 の縮減以

上に教育内容 の厳選が行 われ,小 ･中学校

では概ね 3割程度 の教育内容が削減 され ま

したO

教育内容 の厳選 は,｢生涯学習 の基礎 とな

る力 を育成す る｣ とい う今後の学校 教育の

在 り方 を基 に.｢すべて の子 どもが共通 に学

ぶべ き内容 -社会生活 を営む上で必要な基

礎的 ･基本的な内容｣ い う観点 に立 って行

われて いますが,平成 9年度の文 部省調査

や平成 6年度の国際教育到達度評価 学会調

査の結果 に見 られ るよ うに,今 の子 どもた

ちの学力面の現状や課題 ,今後の学校教育

の在 り方 を考 え る と今 回の教育内容の厳選

はやむを得ぬ もの と思われ ます｡

しか し,教科 の特仕 と して系統性が強 い

算 数 .数学教育 を今後 どのよ うに進 めて い

くか,数学 に興味 ･関心 をもって いる子 ど

もたちや科 学技術 立国 と しての将来 の我 が

国 を担 う子 どもたち を どうJ'臼てて い くか と

い う大 きな課題があ ります.

また,新学習指導要領 で は,総合的 な学

習 の時間の創設や ,体験 的 ･閑適解 決的な

学習の孟視 によ り, 自 ら学び 自 ら考 える力

を育成す る ことを一層監視 して います が,

算数 ･数学教育 にお いて も,甘一生活 との関

連 を図 ることや体験的 ･問題解 決的な学習

の一周の充実が示 されてお り,今 後 とも研

究 を要す る内容 とな って います｡

さらに,高等学校 で は科 目選択 によ り多

様な生徒の興味 ･関心 ･進路希望等 に応 え

る仕組 み とな ってい ますが,算数 ･数学教

育の系統性 を離れた科 目と して ｢数学基礎｣

が新 設 された一方 ,現行 の教育 内容 はほぼ

残 されてお り,小 ･中学校 にお ける算数 ･

数学教育 を高等学校 にお ける数学教育 に ど

う繋いで ゆ くか とい うことも課越です0

3 個性 を生かす教 育の充実

現行 学習指導要筒は,第 13期 中央 教育

審隷会答 申及 び臨時 教育審議会答 申に示 さ

れた理念 に基づ き,個性の近視 と生涯 学習

体系への移行 を原則 と して,多 くの知識 を

教 え込む教育か ら自ら学び 自ら考 え る力 を

育て る教育へ と学校教育の基調 を転換 を図
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りま した｡

｢新 しい学 力観｣ と して指導観が改め ら

れ, 子 どもたちの個性 の伸長や 自己教育 力

の育成 に大 きな成 果 を収 めてき ま したが,

検 討すべ き点 も指摘 されて います｡

｢新 しい学 力観｣ に立つ学 ノJとは ｢① 学

ぼ う とす る力 (関 心 .意 欲 ･態度 ),(診学

ぶ 力 (粘 り強 く学 習 に取 り組 む 力),(卦学

んだ力 (知識 ･理解) の総体｣ であるとい

うお話 を伺 った ことが あ ります｡

現行学習指導要領の実施 によ り ｢③ 学ん

だ力｣ を重視す る学 力観か ら ｢① 学 ぼうと

す る力｣ を弔悦す る学 力観への改発は大 き

く進 んだ ものの,個性 を重視す るあま り｢(診

学ぶ 力｣ の !F'成が十分 には果た されて いな

いのではな いか という指摘です｡

個性の と らえ方が時 と して個性以前の段

階で とどまって いるので はな いか,個性 は

磨 か れ て 初 め て個 性 と言 え るの で はな い

か,個性や よさは誰 が いつ判断 すべきもの

なのか ･日と言 った指摘 もあ ります｡

学校 は子 どもたちに とって楽 しい学びの

場でな くて はいけませんが,個性 を生かす

教否 の実現 には優 しさと ともに戯 しさをも

った指導 ･支援 も必要 と思われ ます｡

理 数離れ ,知離れ とい う現象 の 1原 因は

この点 とも考 え られ,算 数 ･数 学教育 にお

いて は,特 に餌意 すべ き点 と思われ ます｡

4 算数 ･数学教育の充実 について

(1)算数的活動 ･数学的活 動の充 実

新学習指導要衝で は,現行学習指導要融

の教科 の 目標 に示 された ｢数理的な処理の

よ さに気付 くこと∴｢数学 的な見 方や 考 え

方のよさを知 ること｣ に加 え,算数的活 動

･数学的活 動の充実 を図 る観点 か ら,小学

校 で は ｢活 動 の楽 しさ｣, 中学 校 で は ｢数

学的活動の楽 しさ｣が示 され ま した｡

また,学年の 目標 にお いて も,｢具体物 を

用 いた活 動 な どを通 して｣,｢観察 や梢成 な

どの繕 軌 を通 して｣(小学校)や ｢具 体的 な

事 象 を調 べ る ことを通 して｣,｢観 察 ,操作

や実験 を通 して｣(中学校)な ど,具体的 に

表現 され て います.

算数 ･数学教育 にお いて も.実生活 にお

ける様 々な事 象 との関連 を図 りなが ら.体

験的 ･問題解 決的な学習活動 を一府充実 し

て い くことが 目指 され て います｡

また,指導方法 について も,先ず課題 を

示 し生徒 に既修苛項 を用 いて試行錯 誤 によ

り問題解決 に取 り組 ませた後 に新 たな数学

的手法 を示 し,その合理性 と数学的な考 え

方 のよ さに気付かせて い くとい う指韓方法

と,最初 に例頓 によ り数学的手法 を指導 し

た後 に演 習問題 によ り知識 .技能 の定着 を

図る とい う指導方法が考 え られ ます｡

従来の 日本の学校で は後者 の指串方法が

多 く見 られ ま した し,時間 を要 し指導計画

も立て に くい前者の指導方法 は困難 な場合

も考え られ ますo しか し,授業 にめ りは り

をつけ,算数的 活動 ･数学的活動 の場 を梢

極的 に設 ける ことは,今後の教 育 には不可

欠で あ り,新 しい視点 に立 った指導 方法の

工夫 ･改 善 も求 め られて います｡

(2) 総合的な学習の時 間 との連携

算数 ･数学教育 は,それぞれ教科 の 目標

及 び内容 によ って展開 され る もので あ り,

学び方 を学ぶ とも言え る総合的な学習の時

間 とは 自ず とその在 り方が異な ります4

しか し,総合的な学習の時 間の学 習にお

いて,算 数 ･数学 の学習 によ って得 た知識

･技能が有効 に働 くことが期待 され るの と

同様,総 合的な学習の時間の学習で身 に付

けた学び方や調べ方, 自ら学 び 自ら考 える

力が算数 ･数学 の学習 に有効 に働 くことや

総合的な学習の時間の学習の 中で数学的な

見方や考 え方のよ さを感得す る ことも期待

で きます｡

総合的な学習の時間が算数 ･数学教育 を

は じめ教 科教育 に とって も有意義 な もの と
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なるよ う,学校全体の指涛 計画の中で両者

の連状 を図る ことも有意義です｡

(3) 中学校数学 にお ける課額学習 ･選択教

科 として の数学の充実

今 回の改訂で は, 中学校 数学 にお ける課

題学習が ｢各学年 にお いて指導計画 に適 切

に位 置付 けて実施す るもの｣ と改め られ る

とともに,選択教科 としての数学が全学年

で実施で きる こととな り,収 り扱 う内容の

制限 もはず され ま した｡

この ことによ り,間迦解決的な学習や生

徒の個性 に応 じた学習の一層の充実が可能

とな りま した｡

(4) 小 ･中 ･高等学校 の連携 を図った指導

計画 の作成

今 回の改訂 では,教育内容の厳選 ととも

に小 ･中学校 間,中 ･高等学校間で移行統

合 され た内容が多 く, また,内容の取 り扱

いが変更 された もの も少な くあ りません｡

加えて, 中学校 にお ける選択教科 の拡充

な どによ り,生徒の履修歴 は中学校 段階で

すで大 き く異な って きます｡

算数 ･数学教育の充実 のため には. これ

に携わ る者全員が,小学校か ら高等学校 ま

での算数 ･数学教育の教育内容や教育課程

等 につ いて理解 を深め,そn に基づ いて 各

学校 にお ける指導計画 の作成 を行 うことが

必要です｡

教育委員会や研 究機 関, また,書籍 で も

学習内容の系統表や学習指導案の例が,たさ

れて い くことと思 いますが. これ らの研究

に積極的 に取 り組 まれ るとともに,各学校

種 間でのよ り実践的な連携 も図って いただ

きた いと思 います｡

(5)教材 の共有化 な ど

身近な素材 を活用 し,作業,観察.実験 .

調査な どの活動 を重視 した教材 を作成す る

ことは容 易な ことではあ りませ ん｡ これ ら

の教材 開発 に当たっては.学校間で情報交

換 を進 める ことや,大学や教育機関 を中心

と して 指 巷 事 例 や 教 材 をデ ー タベ ー ス 化

し,個 々の教師 や学校 を支援 して い くこと

が必 要で あると考 え ます｡

(6) コ ンピュー タ等 の活用

罪致 ･数 学教育 にお いて も, コン ピュー

タや情報通信 ネ ッ トワー クを積極的 に暗用

し,学習の効果 を高め る ことが期待 されて

います｡

(7)授業 の 1単位時 間の弾 力化 の活用

今 回の改訂 で は, 1単位時間の弾力化が

図 られ 75分授業な どの実施 も可能 とな り

ま した｡観覧'i･実験や問題解決的な学習の

効果的な実施が期待 され ます｡

5 おわ りに

｢ゆ と りある充実 した学校 生活｣が 目標

に掲 げ られ たのは,昭和 52年改訂の学習

指導要領で した｡(高等学校 :昭和 53年)

経済の高度成長や #)'等学校進学 率の大幅

な上昇な ど,社会 の大 きな変化 を基 に学校

教育が大 き く見 直 され.それ までの知識 を

重 視 した教育か ら人間性や個性 を重視 した

教育 へ と転換が 図 られ ま した｡ その後 2回

の学習指導 要領 の改訂 は,生涯学 習社会 に

お ける学校 教育 の在 り方 を基 に,個性 を生

かす教育 の充実 と自己教育力の育成 を柱 と

して います｡

｢ゆ と りあ る学 校 生活 ｣,｢個性 を生かす

教 育｣は,学 習者 を主体 と した学校 教育 の

原点で あ り,母性 的な教育観 とも言えます｡

日本 は大変 豊か にな りま したが先行 きは

不透明で あ り, これ か らの時代 を生きて い

く若者 には返 しさが求め られてい ます｡

罪数 ･数学 の学習 を通 して,子 ともたち

が個性 をよ り発揮 す る とともに,柄-1【に も

果敢 に挑 戦 し力強 く粘 り強 く努 力す る とい

う父性 的な よ い面 も身 に付 ける ことがで き

るよ う願 ってお りますo

※ 指溝課指甥 主事 (平成 6年 ～平成 11年)
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